
6 月定例会号お 191号
令和５年８月１日発行

特集｜大町市議会　新体制でスタート！…… 2〜 3ページ
令和4年度事務事業評価選定結果 …… 12〜13ページ

みんなのひろば  ……………………………… 16ページ

議会だよりライブラリーで過去の
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●表紙の写真を募集します！

慎太郎祭
針ノ木大雪渓を登る登山者達。
６月４日に行われた針ノ木岳慎
太郎祭の一幕。全国からたくさ
んの登山愛好者が集まった。
撮影者：中村編集委員
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次
ペ
ー
ジ
は
、
一
般
質
問

特集 大町市議会
5月臨時会開催

正副議長紹介

議会運営
委員会

総務産業
委員会

情報化推進特別委員会 臭気対策特別委員会

社会文教
委員会

常任委員会委員紹介

特別委員会

新体制でスタート!!
　改選後初の臨時会が５月８～10日に開催され、正副議長が選出されました。新議長のもと新たなメンバーで、
わかりやすく開かれた議会となるよう取り組んでまいります。
　また各委員会の委員も新たに選任されました。委員会は本会議における審議の予備的審査や調査機関として設
けられています。議会に上程される議案は多岐にわたるため、専門化した各委員会での審査はとても重要となり
ます。
　議会運営委員会と常任委員会との任期は２年。これから２年間、このメンバーで市の課題に取り組んでまいります。

委員長　　中村　直人
副委員長　西澤　和保
　　　　　植松　悠一郎
　　　　　傳刀　健
　　　　　太田　昭司
　　　　　宮田　一男
　　　　　中牧　盛登
　　　　　髙橋　正

委員長　　大和　幸久
副委員長　小澤　悟
　　　　　二條　孝夫
　　　　　一本木　秀章
　　　　　堀　堅一
　　　　　栗林　陽一
　　　　　大竹　真千子
　　　　　山本　みゆき

議会の運営や議長の諮
問に関する事項などを
審査します

主に建設や観光に
関わる案件につい
て審査します

主に子育てや福祉に
関わる案件について
審査します

※委員名は議員番号順による

常設の委員会で条例に定める所管事項に応じて議案を審査します

特別委員会は、特定の事件を特定の期間で審査するために設けられています

大竹 真千子　　山本 みゆき　　大和 幸久

　中村 直人　一本木 秀章　小澤 悟　　髙橋 正

西澤 和保　　太田 昭司　　傳刀 健　　大和 幸久

　委員長　　　　　 副委員長　
宮田 一男　　　傳刀 健　　　中村 直人　　　中牧 盛登

　　　　　　　　　   副委員長　　　         委員長　
二條 孝夫　　大竹 真千子　　　 堀 堅一　　　　栗林 陽一

　　　　　　　　　　　　  委員長　　　          副委員長　
中牧 盛登　　　　山本 みゆき　　　宮田 一男　　　　植松 悠一郎

議長　二條 孝夫
就 任 あ い さ つ

　私は議会には「行動する議会」行政に対しては「政策提言する議会」市民に
は「もっと開かれた議会」を目指します。議会として行政へのチェック機能
の強化、議会の提言力の充実、議会の思いを行政の政策に反映させること
がさらに出来れば、そのことが市民益に繋がり、延いては市民に開かれた
議会となると思っています。無私無偏を旨に議長の任を務めてまいります。

副議長　太田 昭司
就 任 あ い さ つ

　この度、副議長の大任を拝しました。市民の皆様にお会いする度に、３
年間にわたるコロナ禍、物価高騰が、皆様の生活に大変に大きな影響を与
えていることを実感します。大町市議会は、二條議長を先頭に、市民の中
へ飛び込みながら、市民の皆様が安心して豊かに暮らしていける大町市を
目指し、「コロナ後」の新たな時代を切り開いてまいります。
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次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

個人質問

一
般
質
問

一
般
質
問
は
「
代
表
質
問
」
と
「
個
人
質
問
」
が
あ
り
、
代
表
質
問
に
は
、
各
会
派
の
代
表
が
行
う
「
会
派
代
表
質
問
」
と
、
委
員
会
の
代
表
が
行
う
「
委
員
会
代
表
質
問
」

が
あ
り
ま
す
。

生
成
Ａ
Ｉ
と
は
何
か

答　
幾
つ
か
の
材
料
を
読
み
込
ま
せ

自
動
的
に
コ
ン
テ
ン
ツ
を
生
成
す
る

Ｑ　
大
町
市
と
し
て
も
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ

Ｔ
な
ど
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
導
入
は
あ
る
の
か
。

Ａ　
県
で
は
、
先
月
か
ら
会
議
録
や
メ

ー
ル
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
、
文
章
の
要

約
な
ど
、
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
試
験
運
用

を
行
っ
て
い
る
が
、
市
と
し
て
は
、
県
の

市
民
参
加
を
ど
う
進
め

る
の
か

答　
芸
術
祭
視
察
、ま
ほ
ろ
ば
塾

開
催
で
学
び
の
場
の
提
供
を
す
る

Ｑ　
開
催
の
主
旨
、
目
的
は
。

Ａ　
地
域
課
題
を
解
決
し
、「
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
」へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
。
大

町
市
の
魅
力
を
国
内
外
へ
発
信
、
観
光
誘

客
に
よ
る
交
流
、
市
民
の
参
加
で
地
域
づ

く
り
に
取
組
む
原
動
力
と
す
る
、
そ
し
て

理
事
者
に
管
理
責
任
は

な
い
の
か

答　
業
務
上
の
不
作
為
は
な
く
、

行
為
者
本
人
に
責
任
は
帰
属
す
る

Ｑ　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
に
つ
い
て
、

市
民
か
ら
厳
し
い
声
が
あ
る
。
理
事
者
に

管
理
責
任
が
な
い
と
し
た
根
拠
は
何
か
。

Ａ　
理
事
者
に
業
務
上
の
不
作
為
等
が

あ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
行
為
者
本
人
に

責
任
が
帰
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
指
導
監

高
瀬
川
堤
防
ル
ー
ト
へ

見
直
し
を

答　
地
域
住
民
の
意
見
を
聞
く

ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
詰
め
て
い
る

Ｑ　
市
長
自
ら
が
住
民
の
声
を
聞
く
と

き
だ
。
長
野
県
と
大
町
市
が
公
表
し
た
西

ル
ー
ト
案
は
、
予
定
地
住
民
の
生
活
環
境

な
ど
へ
の
影
響
評
価
が
ま
っ
た
く
な
さ
れ

な
い
ま
ま
西
ル
ー
ト
が
決
定
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
ル
ー
ト
案
の
地
域
住
民

情
報
シ
ス
テ
ム
研
究
会
に
参
加
し
、
情
報

を
収
集
し
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
現
時
点

で
市
の
業
務
に
お
い
て
の
生
成
Ａ
Ｉ
を
導

入
の
予
定
は
な
い
。

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど
の
生
成
Ａ
Ｉ
は

誤
っ
た
内
容
や
著
作
権
の
侵
害
に
該
当
す

る
情
報
も
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
や
県

等
の
動
向
に
注
視
し
、
そ
の
活
用
方
法
に

つ
い
て
研
究
す
る
。

Ｑ　
教
育
現
場
で
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
取
り

扱
い
を
ど
う
す
る
の
か
。

Ａ　
学
校
現
場
で
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
、
学
校
現
場
で
の
利
用

に
は
様
々
な
議
論
や
懸
念
が
あ
る
と
し
、

批
判
的
思
考
力
や
創
造
性
へ
の
影
響
の
他
、

個
人
情
報
や
著
作
権
保
護
の
観
点
に
つ
い

て
リ
ス
ク
整
理
が
必
要
と
な
り
、
さ
ら
に
、

学
習
に
直
接
必
要
と
し
な
い
接
続
に
つ
い

て
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、

ネ
ッ
ト
環
境
を
構
築
し
て
い
る
が
、
未
だ

に
不
透
明
な
部
分
も
多
く
、
課
題
整
理
や

検
証
を
行
う
事
と
し
、
今
後
、
国
の
示
す

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
個
人
情
報
保
護
委
員
会

か
ら
発
出
さ
れ
て
い
る
注
意
喚
起
な
ど
を

踏
ま
え
、
情
報
の
正
確
さ
や
意
図
を
正
し

く
理
解
す
る
た
め
の
、
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ

シ
ー
教
育
と
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
徹
底
を

し
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は

慎
重
に
取
り
組
む
。

地
域
の
消
費
拡
大
を
目
的
と
す
る
。

Ｑ　
ど
う
運
営
人
材
を
確
保
す
る
か
。

Ａ　
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
者
数
を
増
や
す

呼
び
か
け
を
、
学
生
や
企
業
・
団
体
に
積

極
的
に
行
う
。

Ｑ　
市
職
員
の
負
担
軽
減
は
。

Ａ　
市
職
員
の
負
担
に
十
分
配
慮
し
、

運
営
に
必
要
な
マ
ン
パ
ワ
ー
を
確
保
す
る
。

Ｑ　
市
民
参
加
と
協
働
、
具
体
的
に
ど

う
進
め
る
の
か
。

Ａ　
市
民
参
加
と
協
働
に
向
け
、
実
行

委
員
や
ア
ー
ト
サ
イ
ト
の
公
募
を
行
っ
て

い
る
。
市
民
が
芸
術
祭
を
理
解
し
、
積
極

的
に
参
加
い
た
だ
く
環
境
づ
く
り
に
向
け
、

地
域
協
創
セ
ミ
ナ
ー「
北
ア
ル
プ
ス
ま
ほ

ろ
ば
塾
」を
開
催
。
多
く
の
市
民
に
、
よ

り
地
域
資
源
を
知
り
、
学
ん
で
い
た
だ
く

機
会
を
つ
く
る
。

Ｑ　
開
催
ま
で
の
準
備
期
間
、
成
果
を

出
し
次
に
繋
げ
る
た
め
、
市
長
の
想
い
は
。

Ａ　
次
の
時
代
を
託
す
若
い
世
代
に
元

気
な
大
町
市
を
引
き
継
ぎ
、
持
続
可
能
な

地
域
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
最
終
目
標
。

芸
術
祭
の
開
催
は
直
ち
に
経
済
を
回
復
さ

せ
人
口
増
加
に
転
ず
る
も
の
で
は
な
い
が
、

継
続
し
て
取
り
組
む
粘
り
強
い
努
力
が
最

も
重
要
で
あ
る
。

督
に
適
正
を
欠
い
て
い
た
と
は
言
え
な
い
。

Ｑ　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
に
続
い
て
不

祥
事
事
案
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
不
祥
事

が
続
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
組
織
の

中
に
構
造
的
な
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
、
個
人
的
な
ト
ラ

ブ
ル
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
調
の
問

題
、
当
事
者
の
個
性
や
性
格
に
起
因
す
る

問
題
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
組
織
の
中

に
こ
れ
ら
を
誘
発
す
る
要
因
が
な
い
か
。

そ
れ
ら
の
一
つ
一
つ
を
改
善
し
て
ゆ
く
の

が
、
理
事
者
の
責
任
で
は
な
い
か
。

Ａ　
構
造
的
と
い
う
よ
り
、
風
通
し
の

良
い
職
場
環
境
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る
。

【
補
聴
器
助
成
制
度
の
利
用
促
進
策
は
】

Ｑ　
補
聴
器
購
入
助
成
制
度
を
、
よ
り

多
く
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
よ

う
周
知
徹
底
す
る
方
策
は
何
か
。

Ａ　
広
報
お
お
ま
ち
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
大
北
地
域
の
耳
鼻
咽
喉
科
・
介
護
予

防
活
動
参
加
者
等
へ
の
チ
ラ
シ
配
布
で
、

周
知
し
て
ゆ
く
。

【
ト
ラ
ブ
ル
続
出
の
マ
イ
ナ
保
険
証
】

Ｑ　
健
康
保
険
証
廃
止
の
撤
回
を
国
に

求
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ　
紙
の
保
険
証
が
廃
止
さ
れ
る
事
に

よ
り
、
混
乱
や
不
利
益
が
生
じ
な
い
様
、

全
国
市
長
会
等
を
通
じ
て
国
に
求
め
て
ゆ

く
。

に
市
長
み
ず
か
ら
説
明
し
意
見
を
聞
く
機

会
は
一
度
も
持
っ
て
い
な
い
。
今
、
住
民

は
こ
の
説
明
を
切
望
し
て
い
る
。

Ａ　
２
月
、
県
の
説
明
会
オ
ー
プ
ン
ハ

ウ
ス
で
は
、
７
割
・
８
割
の
市
民
か
ら
進

め
る
べ
き
と
い
う
声
が
示
さ
れ
て
い
る
。

今
、
市
長
が
説
明
す
る
段
階
で
は
な
い
。

Ｑ　
木
崎
湖
以
北
は
、
市
街
地
区
間
が

決
定
さ
れ
た
ら
自
動
的
に
決
ま
る
と
い
っ

て
き
た
が
関
係
住
民
は
納
得
し
な
い
。

Ａ　
決
定
す
る
と
は
言
っ
て
い
な
い
。

調
査
が
進
ま
ず
説
明
す
る
材
料
が
な
い
。

木
崎
湖
以
北
は
現
道
活
用
区
間
が
決
定
さ

れ
て
い
る
。

【
安
曇
野
市
は
県
ル
ー
ト
案
の
変
更
を
実

現
】Ｑ　

基
本
的
に
高
瀬
川
右
岸
を
利
用
す

る
ル
ー
ト
案
だ
が
、
犀
川
と
高
瀬
川
合
流

部
分
で
県
の
Ｂ
ル
ー
ト
か
ら
Ａ
ル
ー
ト
に

変
更
を
実
現
し
た
。
住
民
の
声
を
反
映
し
、

「
生
活
環
境
に
配
慮
し
た
も
の
」「
優
良
農

地
へ
の
配
慮
」「
景
観
に
十
分
配
慮
」な
ど

７
項
目
を
、
市
長
・
議
長
が
県
に
要
請
し

実
現
し
た
。
大
町
市
長
は
、
今
、
同
様
な

行
動
を
市
民
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

Ａ　
３
つ
の
ル
ー
ト
案
の
比
較
評
価
の

結
果
が
示
さ
れ
な
い
現
段
階
で
は
、
対
案

の
再
検
討
求
め
る
の
は
適
切
で
は
な
い
。

峻
嶺
会
　
一い
っ

本ぽ
ん

木ぎ

　
秀ひ
で

章あ
き

政
友
ク
ラ
ブ
　
山や
ま
本も
と

　
み
ゆ
き

日
本
共
産
党
大
町
市
議
団
　
宮み
や

田た

　
一か
ず

男お

無
所
属
ク
ラ
ブ
　
大お
お
和わ

　
幸よ
し
久ひ
さ

生成ＡＩには色々ある。
使途によって使い分けよう

コロナ禍での第2回芸術祭では本
通りを歩く観光客で賑わった

トラブル続きのマイナンバーカー
ド。マイナ保険証は使用停止を

安曇野市地域では、ルートほぼ全
てで河川堤防沿い利用計画だ

急
速
に
進
化
し
て
い
る

「
生
成
Ａ
Ｉ
」と
は

３
回
目
の
国
際
芸
術
祭
。

市
民
参
加
が
成
功
の
鍵

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、

組
織
の
構
造
的
な
問
題
だ

最
も
生
活
環
境
に
影
響
が

少
な
い
ル
ー
ト
選
択
を
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次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

一
般
質
問

各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
大
町
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
議
会
中
継
映
像
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

自
治
会
の
負
担
が

大
き
す
ぎ
る

答　
自
治
会
役
員
の
負
担
軽
減
は

重
要
な
課
題
だ

Ｑ　
近
年
、
自
治
会
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
自
治
会
役
員
の
な
り
手
不
足
は
文
書

配
布
や
市
の
事
業
委
託
の
負
担
感
が
原
因

の
一
つ
と
考
え
る
が
。

Ａ　
広
報
以
外
の
外
部
団
体
の
戸
別
配

布
文
書
に
つ
い
て
も
配
布
方
法
を
検
討
し

人
口
減
少
対
策
の

現
状
は

答　
出
生
率
を
引
き
上
げ
る
・

転
出
を
防
ぐ
取
組
み
を
進
め
る

Ｑ　
今
の
大
町
市
の
人
口
減
少
対
策
で

人
口
減
少
率
の
幅
は
少
な
く
な
る
の
か
。

Ａ　
現
状
の
施
策
で
は
、
移
住
者
は
増

え
て
き
て
い
る
が
、
自
然
動
態
を
中
心
に

減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

本
年
度
、
人
口
分
析
調
査
を
実
施
し
、
人

給
食
費
の
無
料
化
は

出
来
な
い
の
か

答　
就
学
援
助
制
度
等
の
弾
力
的

運
用
や
助
成
の
充
実
に
努
め
る

Ｑ　
学
校
給
食
食
材
費
の
補
助
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　
一
食
当
た
り
15
円
の
助
成
を
当
初

予
算
に
計
上
し
て
い
る
。
食
材
費
が
不
足

す
る
場
合
は
必
要
に
応
じ
て
検
討
す
る
。

Ｑ　
給
食
費
を
無
償
化
出
来
な
い
か
。

大
町
市
「
水
」
を
使
っ

た
特
有
の
利
点
は
何
か

答　
水
に
ま
つ
わ
る
歴
史
。

豊
富
な
水
資
源
が
あ
る

Ｑ　
水
を
起
点
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
、

み
ず
の
わ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
す
る
に

あ
た
り
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
ど
の
よ
う

な「
ま
ち
」を
目
指
す
の
か
。

Ａ　
地
域
に
愛
着
と
誇
り
を
持
つ
市
民

を
原
動
力
と
し
、
生
産
物
や
観
光
資
源
を

て
も
ら
い
、
負
担
軽
減
と
な
る
よ
う
協
力

を
要
請
し
て
い
る
。
役
員
負
担
の
軽
減
は

自
治
会
活
動
を
継
続
す
る
上
で
、
大
変
重

要
な
課
題
と
と
ら
え
て
い
る
。

Ｑ　
赤
い
羽
根
や
緑
の
羽
根
な
ど
の
募

金
は
市
民
の
自
由
な
意
思
の
も
と
で
な
さ

れ
る
べ
き
だ
。
赤
い
羽
根
募
金
の
金
額
は

大
町
地
区
が
９
０
０
円
、
平
、
社
、
美
麻
、

八
坂
が
１
０
０
０
円
、
常
盤
地
区
が
１
１

０
０
円
。
同
じ
大
町
市
民
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
各
地
区
で
募
金
目
標
の
違
い
が
あ

る
の
は
な
ぜ
か
。

Ａ　
地
域
の
抱
え
る
課
題
は
様
々
だ
。

地
域
の
事
情
に
即
し
た
対
応
が
必
要
な
こ

と
か
ら
、
各
地
区
の
共
同
募
金
委
員
会
に

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
事
業
計
画
を
立
て

目
標
額
を
決
定
し
て
い
る
た
め
、
金
額
に

差
異
が
生
じ
て
い
る
。
指
摘
の
通
り
自
治

会
に
お
願
い
す
る
個
別
募
金
に
つ
い
て
は
、

自
治
会
役
員
に
負
担
感
が
生
じ
て
い
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
。
一
方
で
共
同
募
金

は
人
々
の
善
意
を
集
め
て
民
間
の
活
力
と

し
て
地
域
福
祉
を
支
え
る
活
動
だ
。

　
今
後
、
一
層
の
周
知
を
図
り
ご
理
解
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
今
の

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
共
同
募
金
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
関
係
者
と
検
討
し
て
い
く
。

口
動
態
の
分
析
を
行
い
、
併
せ
て
各
種
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
。

Ｑ　
中
心
市
街
地
を
見
て
も
、
空
き
家
、

空
き
店
舗
が
多
く
見
ら
れ
る
が
。

Ａ　
空
き
家
、
空
き
店
舗
が
増
え
て
い

る
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
移
住
者
に
よ
っ

て
新
た
な
出
店
が
増
え
て
い
る
。

Ｑ　
今
住
ん
で
い
る
市
民
が
よ
り
住
み

や
す
い
ま
ち
に
す
る
べ
き
で
は
。

Ａ　
指
摘
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
通
り
で

あ
る
。

【
子
育
て
支
援
の
特
徴
は
】

Ｑ　
松
川
村
に
比
べ
支
援
が
足
り
て
い

な
い
よ
う
に
見
え
る
が
。

Ａ　
他
の
市
町
村
と
遜
色
な
い
支
援
を

し
て
い
る
。

Ｑ　
現
状
、
大
町
市
の
支
援
は
、
ひ
と

り
親
、
低
所
得
者
に
限
っ
た
支
援
が
多
い
。

子
育
て
世
代
全
員
か
ら
、
困
っ
て
い
る
と

い
う
声
が
大
き
い
が
。

Ａ　
各
市
町
村
ご
と
、
特
徴
を
加
え
た

施
策
を
行
っ
て
い
る
。
大
町
市
と
し
て
も

支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

【
観
光
振
興
の
進
捗
状
況
は
】

Ｑ　
仁
科
三
湖
は
観
光
地
か
。

Ａ　
仁
科
三
湖
は
観
光
資
源
で
あ
る
。

Ｑ　
大
町
市
と
し
て
稼
ぐ
観
光
地
作
り

が
で
き
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
。

Ａ　
民
間
事
業
者
と
一
緒
に
な
っ
て
、

稼
ぐ
仕
組
み
を
作
る
。

Ａ　
現
時
点
で
は
無
償
化
は
想
定
し
て

い
な
い
。
国
及
び
他
の
市
町
村
の
動
向
を

注
視
し
、
慎
重
に
判
断
し
て
い
く
。

Ｑ　
市
独
自
に
無
償
化
出
来
な
い
か
。

Ａ　
就
学
援
助
制
度
の
弾
力
的
な
運
用

や
地
産
地
消
の
為
の
助
成
等
の
充
実
に
努

め
て
い
る
。

Ｑ　
子
育
て
支
援
の
一
つ
と
し
て
レ
セ

プ
ト
代
の
無
償
化
は
出
来
な
い
か
。

Ａ　
福
祉
医
療
は
社
会
全
体
で
支
え
る

制
度
と
い
う
観
点
か
ら
最
小
限
の
負
担
を

頂
い
て
い
る
。

【
臭
気
対
策
の
現
状
は
ど
う
か
】

Ｑ　
泉
地
区
の
現
在
の
臭
気
指
数
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ　
業
者
の
臭
気
対
策
が
完
了
し
て
か

ら
は
、
気
体
排
出
口
及
び
敷
地
境
界
で
は
、

全
て
規
制
基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

Ｑ　
業
者
の
燃
焼
式
脱
臭
装
置
の
導
入

の
取
り
止
め
は
何
故
か
。

Ａ　
業
者
の
対
策
の
徹
底
で
、
規
制
基

準
値
内
に
収
ま
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
の
対
策
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
で
導

入
を
見
合
わ
せ
て
い
る
。

Ｑ　
清
水
地
区
の
問
題
の
改
善
の
為
に
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
指
導
し
て
き
た
か
。

Ａ　
畜
産
事
業
者
に
対
し
て
消
臭
設
備

の
導
入
、
ま
た
、
作
業
工
程
の
見
直
し
等
、

県
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
助
言
・
指
導
に

努
め
て
い
る
。

「
大
町
の
水
」と
結
び
付
け
、
ブ
ラ
ン
ド
力
、

関
係
人
口
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

Ｑ　
水
だ
け
で
は
、
大
町
市
特
有
資
源

と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
サ
ン
ト
リ
ー

工
場
の
立
地
は
誇
れ
る
事
実
。
サ
ン
ト

リ
ー
に
頼
る
だ
け
で
な
く
、
官
民
連
携
の

「
官
」の
役
割
は
何
か
。

Ａ　
民
間
事
業
へ
の
支
援
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
の
広
報
活
動
、
事
業
計
画

の
立
案
な
ど
に
取
組
ん
で
い
る
。
今
後
も

地
域
活
性
化
に
向
け
積
極
的
に
取
組
む
。

Ｑ　
八
日
町
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
親
水

施
設
完
成
は
い
つ
か
。

Ａ　
７
月
下
旬
の
完
成
を
目
指
す
。

Ｑ　
湖
レ
ジ
ャ
ー
に
つ
い
て
、
富
士
五

湖
の
山
梨
県
、
琵
琶
湖
の
滋
賀
県
他
湖
レ

ジ
ャ
ー
の
盛
ん
な
自
治
体
で
は
遊
泳
ボ
ー

ト
危
険
防
止
条
例
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
長
野
県
に
は
そ
の
よ
う
な
も
の

が
な
い
。
仁
科
三
湖
は
市
の
重
要
な
観
光

資
源
、未
然
の
事
故
防
止
策
と
し
て
、ル
ー

ル
を
確
立
す
べ
き
で
は
。

Ａ　
市
民
や
観
光
客
が
安
心
し
て
安
全

に
利
用
で
き
る
こ
と
が
重
要
。
管
理
者
の

県
、
漁
業
協
同
組
合
地
元
事
業
者
等
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
多
面
的
に
研
究
す
る
。

Ｑ　
水
で
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
る
自

治
体
は
近
隣
に
も
多
数
あ
る
。
連
携
し
な

が
ら
進
め
て
ど
う
か
。

Ａ　
連
携
す
る
よ
う
努
め
る
。

堀ほ
り

　
堅け
ん

一い
ち

市
民
ク
ラ
ブ
　
小お

澤ざ
わ

　
悟さ
と
る

日
本
共
産
党
大
町
市
議
団
　
栗く
り
ば
や
し林

　
陽よ
う

一い
ち

峻
嶺
会
　
傳で
ん
刀ど
う

　
健た
け
し

赤い羽根や緑の羽根をありがたが
る市民は少ない。廃止すべきだ

木崎湖の睡蓮

全国で広がっている
給食費の無償化

透きとおった木崎湖。数々の映画
やドラマのロケ地にもなった

文
書
配
布
や
事
業
委
託
は

削
減
す
べ
き
で
は
な
い
か

子
育
て
支
援
と
し
て
給
食

費
医
療
費
の
無
償
化
を

「
子
供
は
ま
ち
の
宝
」

近
隣
市
町
村
と
の
差
は
？

水
で
ま
ち
づ
く
り
、

近
隣
自
治
体
と
連
携
を
と
れ
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一
般
質
問

一
般
質
問
は
市
の
行
政
全
般
に
関
し
て
議
員
が
そ
の
考
え
や
意
見
を
聞
く
も
の
で
す
。

こ
こ
で
は
議
場
で
の
や
り
と
り
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
は
、
常
任
委
員
会
審
査
報
告

大
町
市
の
重
要
課
題
は

何
か

答　
人
口
対
策
が
大
き
な
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る

Ｑ　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
国
か
ら

資
金
と
万
全
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
用
意
さ

れ
、
移
住
者
増
と
地
域
課
題
解
決
に
直
接

効
果
の
あ
る
制
度
だ
。
増
員
の
検
討
は
。

Ａ　
必
要
に
応
じ
て
追
加
の
募
集
を
検

討
す
る
。

地
域
に
沿
っ
た

防
災
計
画
が
必
要

答　
幅
広
い
関
係
団
体
と
の
協
議

で
防
災
計
画
の
充
実
を
図
る

Ｑ　
大
町
市
防
災
計
画
は
ど
ん
な
も
の

な
の
か
。

Ａ　
法
律
・
条
例
に
基
づ
き
、
11
の
災

害
を
想
定
し
て
策
定
さ
れ
て
い
る
。
加
え

て
、
近
年
の
異
常
気
象
な
ど
に
よ
る
災
害

へ
の
対
策
も
盛
り
込
ん
で
い
る
。

移
住
の
動
き
、

地
方
回
帰
の
動
向
は

答　
移
住
者
数
は
増
加
傾
向
。

地
方
回
帰
の
流
れ
が
増
加
の
要
因

Ｑ　
企
業
誘
致
と
地
方
へ
の
移
住
と
い

う
視
点
で
考
え
た
と
き
、
現
在
の
動
向
は
。

Ａ　
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
よ
り

働
き
方
は
大
き
く
変
化
し
た
。
通
信
技
術

を
活
用
し
て
時
間
や
場
所
の
制
約
を
受
け

ず
柔
軟
に
働
く
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

再
発
防
止
に
専
門
家
の

介
入
が
必
要

答　
弁
護
士
な
ど
の
外
部
専
門
家

の
活
用
を
検
討
し
て
い
く

Ｑ　
い
わ
ゆ
る「
セ
カ
ン
ド
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
」を
防
ぐ
た
め
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ　
今
般
の
反
省
に
立
ち
組
織
す
る

「
再
発
防
止
検
討
委
員
会
」で
検
討
、
年
内

に
は
対
策
方
針
に
盛
り
込
ん
で
い
く
。

Ｑ　
市
は
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
る

が
、
協
力
隊
を
積
極
的
に
採
用
し
て
そ
の

課
題
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
考
え
は
。

Ａ　
協
力
隊
に
何
を
求
め
る
の
か
を
含

め
、
各
担
当
課
で
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

Ｑ　
統
計
で
は
農
業
・
観
光
分
野
で
の

採
用
が
多
い
が
大
町
で
は
ど
う
か
。

Ａ　
具
体
的
に
何
を
し
て
も
ら
う
か
を

含
め
、
全
庁
的
に
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

Ｑ　
他
市
で
は
地
域
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
の
活
動
も
多
く
み
ら
れ
る
が
。

Ａ　
美
麻
・
八
坂
支
所
で
の
業
務
に
関

し
て
の
募
集
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
市
の
認
知
度
に
つ
い
て
】

Ｑ　
魅
力
あ
る
大
町
市
だ
が
認
知
度
の

低
さ
が
、
根
本
的
な
課
題
で
は
な
い
か
。

Ａ　
地
域
ブ
ラ
ン
ド
調
査
で
は
、
認
知

度
６
５
４
位
。
着
実
に
高
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
※
１
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の

立
ち
上
げ
は
ど
う
か
。
ひ
と
り
の
職
員
で

数
億
円
の
経
済
効
果
を
上
げ
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
が
。

Ａ　
受
入
れ
側
の
負
担
が
大
。
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

Ｑ　
他
自
治
体
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は

デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
と
の
こ
と
だ
が
。

Ａ　
制
作
側
の
問
合
せ
も
少
な
い
。

Ｑ　
協
力
隊
を
活
用
し
て
は
。

Ａ　
他
の
自
治
体
等
の
状
況
を
把
握
し
、

活
用
の
方
策
を
検
討
し
た
い
。

Ｑ　
自
治
会
は
も
と
よ
り
、
職
員
へ
の

訓
練
は
ど
う
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ　
防
災
・
減
災
講
習
会
な
ど
の
実
施
、

避
難
所
開
設
・
運
営
訓
練
を
行
い
、
多
く

の
市
民
へ
参
加
を
呼
び
か
け
実
施
し
て
い

る
。
職
員
に
対
し
て
は
、
通
常
の
訓
練
は

定
期
的
に
行
っ
て
い
る
が
、
避
難
所
の
開

設
等
の
訓
練
や
教
育
は
、
非
常
に
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
講
習
会
な
ど
へ
率
先
し

て
参
加
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ　
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
重
要
さ
を
、
市

民
や
自
治
会
な
ど
に
浸
透
さ
せ
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

Ａ　
市
と
し
て
も
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
非

常
に
有
効
と
と
ら
え
て
い
る
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
、
自
治
会
・
自
主
防
災
会
へ
チ

ラ
シ
な
ど
を
配
布
し
て
い
る
が
、
防
災
訓

練
な
ど
に
取
り
入
れ
、
普
及
に
努
め
る
。

Ｑ　
一
地
域
に
一
人
、
防
災
士
の
配
置

を
目
指
し
て
は
。

Ａ　
防
災
の
専
門
知
識
を
備
え
た
防
災

士
の
普
及
に
は
、
補
助
制
度
を
活
用
し
、

普
及
に
勤
め
た
い
。
ま
た
、
地
域
防
災
の

要
と
し
て
の
消
防
団
員
へ
の
防
災
士
取
得

も
今
後
検
討
し
て
行
き
た
い
。

Ｑ　
避
難
所
開
設
の
問
題
点
を
早
期
に

改
善
せ
よ
。

Ａ　
問
題
と
な
っ
た
事
例
に
は
、
地
域

と
事
前
協
議
を
行
い
、
速
や
か
な
開
設
・

避
難
と
な
る
よ
う
改
善
に
努
め
る
。

こ
の
動
き
の
中
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

は
、
企
業
の
本
社
な
ど
拠
点
か
ら
離
れ
た

と
こ
ろ
に
設
置
さ
れ
る
オ
フ
ィ
ス
と
し
て

空
き
家
や
遊
休
施
設
の
有
効
活
用
と
企
業

誘
致
に
よ
る
雇
用
の
創
出
の
手
法
と
し
て

有
効
な
手
段
の
１
つ
と
認
識
し
て
い
る
。

Ｑ　
移
住
・
定
住
の
流
れ
や
動
向
は
。

Ａ　
直
近
３
年
の
移
住
者
数
は
、
毎
年

50
世
帯
90
人
を
超
え
て
推
移
し
、
7
割
は

県
外
か
ら
。
移
住
相
談
件
数
も
増
加
傾
向

に
あ
り
当
市
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
感
じ

る
。
相
談
時
に
当
市
を
選
択
し
た
動
機
や

仕
事
の
内
容
を
聞
く
と
、
山
岳
や
冬
季
の

ス
ポ
ー
ツ
、
自
然
環
境
へ
の
関
心
の
高
さ

に
加
え
、
２
割
の
人
が
農
林
業
に
携
わ
る

こ
と
を
希
望
。
ま
た
、
移
住
前
の
仕
事
を

テ
レ
ワ
ー
ク
で
継
続
す
る
人
が
増
え
て
お

り
、
最
近
の
特
徴
的
な
傾
向
と
み
て
い
る
。

Ｑ　
企
業
誘
致
に
関
す
る
広
報
活
動
を

戦
略
的
に
展
開
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

Ａ　
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
設
置
の
希

望
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

需
要
の
把
握
に
努
め
る
他
、
定
住
促
進
施

策
と
連
携
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
議
員
指
摘

の
と
お
り
、
地
方
回
帰
の
人
の
流
れ
を
意

識
し
た
企
業
側
へ
の
情
報
発
信
は
重
要
な

視
点
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が

可
能
な
施
設
の
掘
り
起
こ
し
、
県
と
も
連

携
し
て
広
く
情
報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

Ｑ　
相
談
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
た
め
、

庁
外
に
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
な
ど
も
必

要
で
は
な
い
か
。

Ａ　
相
談
窓
口
の
あ
り
か
た
を
検
討
、

体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

【
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
病
院
改
革
は
】

Ｑ　
藤
本
院
長
の
も
と
、
病
院
改
革
が

進
ん
で
い
る
。
利
用
者
の
た
め
、
職
員
の

働
き
易
い
職
場
の
た
め
、
今
後
の
経
営
ビ

ジ
ョ
ン
を
お
聞
き
す
る
。

Ａ　
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
な
ど
の
デ
ジ
タ

ル
化
や
、
職
員
の
専
門
人
材
化
な
ど
の
取

り
組
み
を
通
じ
、
地
域
の
皆
様
の
人
生
を

支
え
ら
れ
る
、
そ
し
て
職
員
の
働
き
や
す

い
病
院
を
創
造
し
て
い
く
。

Ｑ　
専
門
人
材
の
活
用
、
※
２
プ
ロ
パ
ー

化
は
効
率
的
な
病
院
経
営
や
、
各
職
員
が

専
門
性
を
最
大
限
活
か
し
働
け
る
職
場
の

た
め
に
必
須
だ
と
思
う
が
詳
細
は
。

Ａ　
外
部
コ
ン
サ
ル
会
社
を
経
営
に
活

か
し
て
い
る
。
ま
た
、
公
立
病
院
で
の
勤

務
経
験
の
あ
る
職
員
を
採
用
し
、
事
務
補

助
等
を
厚
く
す
る
等
、
経
営
機
能
の
強
化

を
図
っ
て
い
る
。
更
に
活
用
を
進
め
た
い
。

Ｑ　
子
育
て
中
の
職
員
の
た
め
、
病
院

付
属
託
児
所「
き
ら
り
」の
拡
充
は
で
き

な
い
か
。

Ａ　
拡
充
の
た
め
担
当
課
や
事
業
者
に

協
力
を
お
願
い
し
て
い
く
。

植う
え
松ま
つ

　
悠ゆ
う
一い
ち
郎ろ
う

政
友
ク
ラ
ブ
　
西に
し

澤ざ
わ

　
和た
か

保ほ

政
友
ク
ラ
ブ
　
大お
お
竹た
け

　
真ま

千ち

子こ

政
友
ク
ラ
ブ
　
中な
か

村む
ら

　
直な
お

人と

活動費とは、地域協力活動や定住
に向けた準備に使える費用

自主防災会等を通じ災害の想定、避
難所の運営などを学ぶ事も重要

県が提案する「信州リゾートテレ
ワーク」のサイト画面

厚生労働省はポスターで
ハラスメント防止を呼びかける

人
口
減
少
待
っ
た
な
し
！
一
つ

で
も
多
く
の
有
効
対
策
を
！

減
災
へ
の
取
組
み
が

市
民
の
命
を
守
る

地
方
回
帰
の
動
き
を
捉
え
、

活
か
す
取
り
組
み
を

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に

具
体
的
な
仕
組
み
づ
く
り
を

　　　　　
※１フィルムコミッション
　　…地域活性化を目的として、ロケ誘致や撮影支援を行う公的団体

　　　　　
※２プロパー
　　…一般的には、直接雇用職員のこと。
　　　ここでは、経営改善のため、病院が独自の視点で直接採用する専門人材のことを指す

用語解説※
用語解説※



全
会
一
致
で

市
政
に
対
す
る

市
民
の
信
頼
回
復
を
求
め
る

　
議
会
は
、
職
員
の
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、
相
次
ぐ

不
適
切
事
案
を
受
け
、
理
事
者
に
対
し「
市
政
に
お
け
る
市
民
の

信
頼
回
復
に
関
す
る
決
議
案
」を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
市
長
に

提
出
し
ま
し
た
。
決
議
書
で
は「
職
員
の
倫
理
規
律
の
見
直
し
や

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
」、「
不
適
切
事
案
に
対
す
る
責
任
の

明
確
化
と
対
処
」「
理
事
者
側
が
示
し
た
改
善
策
の
確
実
な
履
行
」

な
ど
を
求
め
る
も
の

で
、
市
長
よ
り「
真

摯
に
受
け
止
め
、
再

発
防
止
に
向
け
た
新

た
な
取
り
組
み
を
進

め
る
」と
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。
議
会

と
し
て
も
引
き
続
き

厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
機

能
を
果
た
し
て
参
り

ま
す
。

議
会
か
ら
市
長
へ

　
　
決
議
文
を
送
付
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次
ペ
ー
ジ
は
、
特
集

  

議
案
の
審
査
と
採
決
の
な
が
れ  　
本
会
議
で
議
案
の
提
案
➡
各
常
任
委
員
会
に

付
託
（
審
査
を
任
せ
る
）
➡  

委
員
会
審
査  

➡
本
会
議
で
審
査
内
容
報
告
➡
採
決

採
決
前
に
、
議
案
に
対
す
る
賛
否
に
つ
い
て
討
論
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

議
案
第
42
号 
令
和
５
年
度
大
町
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

議
案
第
36
号

大
町
市
辺
地
総
合
整
備
計

画
の
策
定
に
つ
い
て

■
結
果　
全
会
一
致
で
可
決

■
結
果　
全
会
一
致
で
可
決

議案の概要議案の概要

議案の概要 議案の概要

議案の概要

議案の概要

【
観
光
課
所
管
】

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学

生
と
長
野
県
立
大
学
生
の

参
加
に
よ
り
実
施
す
る
、
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
企
画
運
営

と
、
海
外
向
け
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ

ウ
ン
ト
の
開
設
及
び
情
報

発
信
に
か
か
る
委
託
料

■
予
算
額　
３
３
０
万
円

【
情
報
交
通
課
所
管
】

10
月
の
生
活
扶
助
基
準
額
等
の

見
直
し
に
伴
い
、
生
活
保
護
シ

ス
テ
ム
の
改
修
業
務
委
託
料
を

計
上

■
予
算
額　
２
５
０
万
円
余

【
農
林
水
産
課
所
管
】

水
田
活
用
直
接
支
払

交
付
金
の
交
付
対
象

水
田
の
要
件
見
直
し

に
よ
っ
て
、
水
田
を

畑
地
化
す
る
農
業
者

に
対
し
て
、
土
地
改

良
区
決
済
金
を
助
成

■
予
算
額

　
　

 

５
０
６
万
円
余

【
福
祉
課
所
管
】

高
齢
者
に
補
聴
器
の
購
入
を
助
成
、

補
助
金
額
は
上
限
３
万
円
、
購

入
金
額
の
３
分
の
１（
住
民
税
非

課
税
世
帯
は
補
助
率
３
分
の
２
）

■
予
算
額　
45
万
円

【
生
涯
学
習
課
所
管
】

安
曇
野
ア
ー
ト
ラ
イ
ン
推

進
協
議
会
に
加
盟
す
る
美

術
館
か
ら
芸
術
作
品
を
20

点
ほ
ど
集
め
、
10
月
頃
に

市
内
で
展
示
を
行
う
。

■
予
算
額　
57
万
円
余

注
１
辺
地
に
関
わ
る
公
共

的
施
設
の
総
合
整
備
の

た
め
、
有
利
な
財
源
で

あ
る
辺
地
対
策
事
業
債

を
活
用
す
る
た
め
の
計

画
策
定

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た

観
光
資
源
活
用
事
業

シ
ス
テ
ム
改
修
費
の

圧
縮
は
で
き
る
か

土
地
改
良
区

決
済
金
を
助
成

「
耳
の
聞
こ
え
相
談
会
」

で
補
聴
器
利
用
推
進

秋
、大
町
市
で
出
張

ア
ー
ト
ラ
イ
ン
展

大
町
市
辺
地

総
合
計
画
策
定

委
員
会
審
査

Ｑ　
業
務
委
託
先
は
ど
の
よ
う
な
企

業
か
。

Ａ　
県
が
進
め
る
、
お
た
め
し
立
地

チ
ャ
レ
ン
ジ
ナ
ガ
ノ
重
点
支
援
枠
に
お

い
て
、
当
市
の
課
題
に
対
し
て
応
募
の

あ
っ
た
企
業
10
社
の
う
ち
、
最
も
マ
ッ

チ
ン
グ
し
た
企
業
と
な
る
。

委
員
会
審
査

Ｑ　
制
度
が
変
更
さ
れ
る
た
び
、
シ
ス
テ
ム

改
修
費
が
必
要
と
な
る
が
、
他
の
自
治
体
と
シ

ス
テ
ム
を
共
同
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

か
。Ａ　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
個
人
情
報
を
保
有
し

て
お
り
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
担
保
で
き
な
い
た
め

他
の
自
治
体
と
共
有
す
る
こ
と
は
困
難
。
今
後
、

基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
国
の
標
準

化
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
に
移
行
す
る
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
制
度
改
正
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
改
修
費

用
も
均
一
化
さ
れ
る
と
考
え
る
。

委
員
会
審
査

Ｑ　
畑
地
化
促
進
事
業
補
助
金
と

水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金
と
の
関

連
性
は
。

Ａ　
水
張
り

が
で
き
な
い
水

田
に
対
し
て
関

連
す
る
も
の
と

な
る
。

委
員
会
審
査

Ｑ　
対
象
者
は
。

Ａ　
①
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
65
歳
以
上

の
市
民
②
聴
覚
障
害
の
身
障
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い
人
③
補
聴
器
の
装
用
が
必
要
で
あ

る
と
医
師
が
判
断
し
た
人
④
市
民
税
の
所
得
割

が
46
万
円
を
超
え
な
い
人

Ｑ　
難
聴
が
進
む
前
の
早
い
段
階
で
の
利
用

が
有
効
だ
。
ま
た
、
馴
染
む
ま
で
時
間
が
掛
か

る
こ
と
を
周
知
で
き
る
か
。

Ａ　
気
が
付
か
な
い
う
ち
に
難
聴
が
進
む
こ
と

が
あ
る
。「
耳
の
聞
こ
え
の
相
談
会
」等
で
周
知
す
る
。

委
員
会
審
査

Ｑ　
安
曇
野
ア
ー
ト
ラ
イ
ン
に
加
盟

し
て
い
る
自
治
体
は
。

Ａ　
５
市
町
村
で
、
白
馬
村
、
大
町

市
、
池
田
町
、
松
川
村
、
安
曇
野
市
で

あ
る
。

Ｑ　
事
業
の
内
容
は
。

Ａ　
大
町
市
に
は
美
術
館
が
な
い
。

多
種
多
様
な
芸
術
作
品
を
一
堂
に
集
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
芸
術
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
く
。
今
回
、
元
気
づ
く
り
支

援
金
を
活
用
す
る
。
芸
術
の
秋
に
大
町

市
で
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
つ
く
る
。

委
員
会
審
査

Ｑ　
辺
地
対
策
事
業
債
は
、
ど
の
よ

う
な
事
業
に
優
先
し
て
活
用
す
る
の
か
。

Ａ　
道
路
維
持
事
業
を
は
じ
め
、
八

坂
診
療
所
移
転
新
築
事
業
、
簡
易
水
道

整
備
事
業
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
網
光
化
対
策
事

業
な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業
に
活
用
し
、
辺

地
地
区
以
外
の
地
域
は
過
疎
対
策
債
の

活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

注
１　
辺
地　
交
通
条
件
や

そ
の
他
諸
条
件
に
恵

ま
れ
な
い
山
間
地
等

6月27日市長へ決議文を手渡す

常任委員会審査報告主な案件の審査内容を掲載します

議
員
が
質た

だ

し
た
６
月
定
例
会

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
！
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次
ペ
ー
ジ
は
、
討
論
と
審
議
結
果

　市の仕事をチェック！  事業選定
　９月の決算審査に向け、今年度の決算審査特別委員会が設置されました。
　この特別委員会では、昨年度のお金の使い道を審査する決算審査とあわせ事業の成果を評価す
る事務事業評価を行います。事務事業評価にあたり、150の政策的事業のうち、特に検証が必要
と考える事業を分科会ごとに選定しました。各事業の評価と決算の審査内容については、次号で
お伝えします。

決算審査特別委員会での審査を経て最終評価決定!

■市民バス運行事業
暮らしやすい都市基盤の整備

■農業マーケティング事業
地域の特性を生かした農林水産業の振興

■創業支援事業
商工業の振興による地域経済の活性化

■山岳観光推進事業
観光を主体に国内外からひとを呼び込む
交流の促進

■ICT活用推進事業
心豊かにたくましく生きる子どもの育成

■児童クラブ運営事業
子育て支援の充実

■認知症総合支援事業
健康で長生きできる社会の実現を

■付属園整備事業
多様な分野の学習活動の促進

第１分科会
（総務産業委員会所管）
各議員 注目の視点

住民の要望にこたえられているか検証が
必要。

市民ニーズにあっているか中味まで検証
したい。

輸出による販路拡大による成果などを検
証し、事業の拡大の必要性も含め検証し
たい。

農産物の海外への輸出は必要であるが、
しっかりと事業として成り立って行ける
のか検証が必要。

香港でのおにぎり専門店の出店や、市内
事業者のシンガポールでの農作物販売な
ど、近年大きな動きがある。

計画目標は。受け身の事業から攻めの事
業にするためには。

起業者の動向を確認し起業後のフォロー、
移住への成果、企業支援補助金の費用対
効果などを検証したい。

コロナ禍を経て大きなダメージを受けた
山岳観光に関わる事業の拡大も含め検証
したい。

登山道の整備は進んているのか。

三ツ俣地区へバス運行も始まった。また、
アフターコロナにおいて、自然を求める
観光ニーズが高まっている。

第２分科会
（社会文教委員会所管）

各議員 注目の視点 
全国的な新学習指導要領に基づいた事業
なだけに、当市の進捗はどうか。有効な
活用はされているか。遅れはないか。

全ての児童生徒への支援となっているか。

今後の教育にとって必須の技術であるから。

急速に進むICT化の中で、リスク評価と
対策は妥当か検証が必要では。

現状の課題と改善点について確認したい。

共働きの保護者が増加する中、放課後の
児童の保護、健全育成の場として重要度
は増している。

子どもたちの「居場所」の必要性が叫ばれ
ている。児童クラブは、子どもたちが抱
える様々な困難（貧困や虐待など）を発見
する重要な居場所となっている。

事業費予算2600万円の内、報酬が2400
万円、92％を人件費が占めているが、現
状の課題も含めて担当課での評価を確認
したい。

高齢化と共に認知症患者数が増加してい
る。家族の心のケアなくして、本人の尊
厳を守ることは難しい。相談内容の解決に
結びついたのか。本人に安らぎはあるのか。

この度、認知症基本法が参院本会議にて
可決・成立した。また、広域連携自立圏
事業であった「認知症初期集中支援チー
ム」の事業が各市町村の事業へと移行し
た。現在の市の認知症支援事業の進捗と
課題を探りたい。

展示方法や利用者への新たな取り組みな
どを検証したい。また、付属園と東山低
山帯との一体的な構造整備などができな
いものか模索したい。

観光資源としても活用できるよう付属園
整備計画に沿った整備が行われているの
か。実際の運営・活用状況はどうか。

決算審査特別委員会設置
特集

➡　審査結果は次号！

ここに注目！

令和４年度事業の成果と課題は何か
■評価対象とした８事業の概要

■事務事業評価実施

市民の足となるふれあい号 ICT（情報通信技術）による授業

香港のおにぎり専門店

高齢者の体操教室



1415 市議会だより おおまち 191号 （2023年8月）市議会だより おおまち 191号 （2023年8月）

次
ペ
ー
ジ
は
、
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

原
案
に
反
対

原
案
に
反
対

原
案
に
反
対

原
案
に
賛
成

原
案
に
賛
成

原
案
に
賛
成

陳
情
第
９
号

陳
情
第
７
号

陳
情
第
８
号

松
糸
道
路　
木
崎
湖
以
北
の
計
画
の
説
明
を
求
め
る
陳
情

北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
２
０
２
４
に

つ
い
て
、
実
施
前
に
市
民
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
等
に
よ
る
検
証
・
見
直
し

を
求
め
る
陳
情

松
糸
道
路
を
市
民
と
共
に
考
え
る
場
を
求
め
る

陳
情

６月定例会最終日討論の内容を要約してお伝えします
　討論は議案等の採決の前に、なぜ反対なのかなぜ賛成なのか、議員個人
の意見を表明し、意見の異なる議員に賛同を求めるために行われます。

全
国
へ
の
当
市
の
宣
伝
効
果
や
、
経

済
施
策
と
し
て
成
果
が
あ
が
っ
て
い

る
。
職
員
の
負
担
軽
減
や
、
経
済
効

果
を
更
に
高
め
る
等
、
改
善
を
し
な

が
ら
、
開
催
を
。（
中
村　
直
人
）

成
功
の
カ
ギ
は
市
民
参
加
。
第
３
回

北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
は
２
０
２
４

年
９
月
13
日
か
ら
11
月
４
日
ま
で
53

日
間
の
会
期
で
開
催
決
定
、
準
備
が

進
ん
で
い
る
。（
山
本　
み
ゆ
き
）

２
月
に
開
催
し
た
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
等
も

含
め
、
相
当
数
の
説
明
会
で
意
見
集
約
さ

れ
て
お
り
、
不
採
択
が
妥
当
で
あ
る
。

（
西
澤　
和
保
）

住
民
説
明
会
や
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
な
ど
を

通
し
て
、
市
民
と
共
に
考
え
る
場
の
創
出

は
す
で
に
成
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
分
か

り
易
い
情
報
提
供
に
期
待
す
る
。

（
大
竹　
真
千
子
）

令
和
３
年
12
月
に
木
崎
湖
以
北
の
現
道
活
用
区
間
に
つ
い

て
、
住
民
に
分
か
り
易
い
道
路
の
情
報
を
早
期
に
提
示
す

る
こ
と
を
明
記
し
た
意
見
書
を
県
に
提
出
済
で
あ
る
。

（
大
竹　
真
千
子
）

市
街
地
ル
ー
ト
の
選
定
を
急
げ
。
県
は
市
街
地
ル
ー
ト
の

決
定
後
、
木
崎
湖
以
北
の
ル
ー
ト
に
取
り
掛
か
る
。
ま
た

県
は
木
崎
湖
以
北
の
調
査
を
始
め
て
い
る
。

（
山
本　
み
ゆ
き
）

議
員
は
市
民
の
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
し
て
考
え
る
べ

き
。
災
害
が
い
つ
来
る
か
わ
か
ら
な
い
と
言
っ
て「
命
の

道
」建
設
を
軽
く
考
え
て
は
な
ら
な
い
。（
太
田　
昭
司
）

実
行
委
員
会
関
係
者
だ
け
の
検
証
で

は
な
く
、
市
民
全
体
の
声
を
聴
く
ア

ン
ケ
ー
ト
等
で
、
第
三
者
に
よ
る
検

証
を
行
い
開
催
の
是
非
を
検
討
す
る

べ
き
。（
栗
林　
陽
一
）

芸
術
祭
は
大
町
市
の
創
生
・
人
口
減

少
を
止
め
る
と
し
た
が
成
果
が
見
え

な
い
。せ
め
て
、全
市
民
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
民
意
を
確
認
の
上
、
是
非
の
判

断
を
。（
大
和　
幸
久
）

松
糸
道
路
を
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
市

民
と
一
緒
に
考
え
る
場
を
つ
く
る
こ
と
。

そ
の
場
の
意
見
を
元
に
、
県
と
連
携
し
て

計
画
に
反
映
す
る
こ
と
は
必
要
。

（
宮
田　
一
男
）

安
曇
野
市
で
は
、
市
長
・
議
長
連
名
で
、

住
民
の
生
活
環
境
、
景
観
等
に
つ
い
て
要

望
、
住
民
の
ル
ー
ト
案
に
変
更
し
た
。
大

町
市
長
も
実
行
す
べ
き
だ
。（
大
和　
幸
久
）

「
松
糸
道
」に
つ
い
て
、「
道
が
造
ら
れ
る
地

域
に
住
む
住
民
の
声
を
道
路
建
設
に
反
映

し
て
も
ら
い
た
い
」と
の
要
望
は
、
当
然
と

考
え
る
。（
髙
橋　
正
）

木
崎
湖
以
北
の
道
路
カ
ル
テ
に
基
づ
く
説
明
を
長
野
県
に

求
め
る
陳
情
は
、
検
討
会
や
説
明
会
を
求
め
る
市
民
の
声

に
答
え
る
も
の
で
あ
り
、
早
期
に
行
う
べ
き
。

（
宮
田　
一
男
）

国
道
利
用
案
だ
が
、
必
要
な
３
ｍ
の
幅
員
を
取
れ
な
い
所

が
ほ
と
ん
ど
だ
。
生
活
環
境
悪
化
な
ど
心
配
す
る
住
民
へ

の
説
明
を
直
ち
に
実
施
す
べ
き
だ
。（
大
和　
幸
久
）

木
崎
湖
ト
ン
ネ
ル
以
南
が
新
設
さ
れ
れ
ば
危
険
が
増
大
す

る
。
木
崎
湖
以
北
の
現
道
に
つ
い
て
、
整
備
内
容
の
説
明

を
求
め
る
地
域
住
民
の
声
は
当
然
で
あ
る
。（
髙
橋　
正
）

提出案件の審議結果
令和５年５月臨時会および６月定例会

◇賛否が分かれた案件

議
案
番
号
等

案　　件

日本共産党 無所属クラブ 市民クラブ 政友クラブ 峻嶺会 公明 無 無

結　
果

宮
田　
一
男

栗
林　
陽
一

大
和　
幸
久

髙
橋　
　
正

中
牧　
盛
登

小
澤　
　
悟

山
本
み
ゆ
き

大
竹
真
千
子

中
村　
直
人

西
澤　
和
保

二
條　
孝
夫

一
本
木
秀
章

傳
刀　
　
健

太
田　
昭
司

堀　
　
堅
一

植
松
悠
一
郎

報告第６ 号 専決処分の報告について
専第６号　令和４年度大町市一般会計補正予算（第14号） ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議　
　
長

〇 〇 〇 〇 〇 承認

報告第11号 専決処分の報告について
専第17号　令和５年度大町市一般会計補正予算（第１号） ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承認

陳情第７ 号 北アルプス国際芸術祭2024について、実施前に市民へ
のアンケート調査等による検証・見直しを求める陳情 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 不採択

陳情第８ 号 松糸道路を市民と共に考える場を求める陳情 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 不採択

陳情第９ 号 松糸道路　木崎湖以北の計画の説明を求める陳情 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 不採択

◇全会一致で承認・同意・可決・採択された案件
議案番号等 案件 結果
報告第２号 専決処分の報告について 専第２号 大町市税条例の一部を改正する条例 承認
報告第３号 専決処分の報告について 専第３号 大町市都市計画税条例の一部を改正する条例 承認
報告第４号 専決処分の報告について 専第４号 大町市国民健康保険条例の一部を改正する条例 承認
報告第５号 専決処分の報告について 専第５号 大町市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 承認
報告第７号 専決処分の報告について 専第７号 令和４年度大町市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 承認
報告第８号 専決処分の報告について 専第８号 令和４年度大町市後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号） 承認
報告第９号 専決処分の報告について 専第９号 令和４年度大町市公営簡易水道事業特別会計補正予算（第４号） 承認
報告第10号 専決処分の報告について 専第10号 令和４年度大町市農業集落排水事業会計補正予算（第２号） 承認
報告第12号 専決処分の報告について 専第19号 令和５年度大町市一般会計補正予算（第２号） 承認
議案第35号 監査委員の選任について 同意
議案第36号 大町市辺地総合整備計画の策定について 原案可決
議案第37号 市道路線の廃止及び認定について 原案可決
議案第38号 大町市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第39号 大町市手数料条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第40号 大町市公民館条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第41号 大町市文化会館条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第42号 令和５年度大町市一般会計補正予算（第３号） 原案可決

請願第５号 「さらなる少人数学級推進と教育予算の増額」・「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充」を求め
る意見書提出について 採択

請願第６号 「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻すこと」を長野県知事
に求める意見書提出について 採択

議事第２号 「さらなる少人数学級推進と教育予算の増額」・「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充」を求め
る意見書 原案可決

議事第３号 「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率を近隣県並みの水準に戻すこと」を長野県知事
に求める意見書 原案可決

議事第４号 市政における市民の信頼回復に関する決議 原案可決

討論
沸騰!!議案・陳情の原案に対して「賛成は〇」「反対は●」で表示

議長は議事進行のため「賛成」「反対」の意思表示はしない
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大
町

市
議

会
編

集
：

議
会

だ
よ

り
編

集
委

員
会

あとがき
　
市
民
の
皆
様
の
声
を
反
映
し
、

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
た
め
の
議
論
を
重
ね
、
皆

様
に
詳
し
く
伝
え
る
た
め
に
議

会
だ
よ
り
を
制
作
し
て
い
き
ま

す
。 

今
後
も
市
民
の
声
を
大
切

に
し
、
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め

に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
編
集
委
員
長 

一
本
木
秀
章
）

移住してきた
みなさんに聞く

❶　大町市はワインブドウ
栽培の適地と思い、大町
でワインブドウの栽培と
ワイン作りをしてみたい
と思い、移住した。
❷　水がおいしく、お米が

おいしい、加えて地区の
人がおだやか。
❸　ワイン産業を発展させ

る手助けをしてほしい。

❶　都会をはなれて、
田舎の山奥で暮ら
したかった。
❷　空気がおいしく、

地域の人たちがや
さしい。
❸　八坂地区のふれ

あいバスの土日運
行をしてもらいた
い。

❶　ガイド業と自身の遊び
(スキー、クライミング)を
続けるに最適な場所だっ
た。
❷　都会過ぎず、田舎過ぎ

ない暮らしやすさ。山へ
のアクセスの良さ。ふと
した時にも見ることので
きる自然の景色。
❸　行政手続きのIT化。空

き家を持っている方など
へ、積極的に空き家バン
クやそれ以外の方法で公
開、売却する手助けをす
るなどしてほしい。

❶　白馬村に30分で行くこ
とができて、落ち着いた生
活ができる。白馬村から離
れて暮らすことで、仕事と
の切り替えがしやすい。
❷　四季折々の景色が楽し

めること。水と空気がおい
しいこと。人が多すぎない
こと。
❸　多くの移住者が、大町に

ものすごく魅力を感じてい
る。その魅力を大切にして、
もっとうまく活用してほし
い。
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○開　　会　8月29日（火） 午前10時〜
○一般質問　9月 6日（水） ～8日（金）
○最 終 日　9月20日（水） 午前10時〜

討論・採決

○傍聴をご希望の方は議会棟 2 階の議会
　事務局で申込書をご記入ください。

インターネットと市ケーブル
テレビで放送しています。録
画・再放送もご覧いただけます。

大町市議会 議会中継

議員が市民のみなさまの声を取材してつくるみんなのひろばです。
今回は、大町市に移住された方に、大町の魅力や、期待していることなどを聞きました。

　❶　移住の動機は
　❷　大町の魅力
　❸　こんなところが変わればいいな
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次回９月定例会予定

傍聴にお越しの際は


